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三
月
八
日
（
土
）
に
ホ
テ
ル
ノ
ー
ス
シ

テ
ィ
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
二
〇
二
五

年
度
の
定
時
評
議
員
会
は
、
冒
頭
、
道
軟

連
功
績
賞
を
受
賞
し
た
三
名
の
方
を
表

彰
し
開
会
し
ま
し
た
。

　

議
長
に
は
遠
軽
支
部
の
須
藤
定
行
評

議
員
を
選
出
し
、
報
告
事
項
二
件
並
び
に

協
議
事
項
五
件
に
つ
い
て
審
議
を
行
い

ま
し
た
が
、
収
支
決
算
報
告
で
は
道
連
の

厳
し
い
財
政
状
況
を
説
明
し
、
新
年
度
予

算
（
案
）
に
お
い
て
は
、
各
事
業
計
画
の

内
容
を
省
略
し
な
い
で
日
程
の
短
縮
を

図
っ
た
り
、
各
役
員
の
派
遣
に
お
い
て
も

近
隣
に
と
ど
め
る
な
ど
の
見
直
し
を
行

い
、
執
行
部
と
し
て
一
層
の
経
費
削
減
に

努
め
、
財
政
健
全
化
を
図
っ
て
行
く
旨
の

話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
で
現
役
員
の
任
期
が
切

れ
る
こ
と
と
、
二
〇
二
七
年
度
か
ら
の
各

支
部
負
担
金
等
を
検
討
す
る
た
め
、
役
員

選
考
委
員
会
並
び
に
財
政
検
討
委
員
会

の
設
置
を
決
め
、
そ
れ
ぞ
れ
正
副
委
員
長

を
選
出
し
、
閉
幕
し
ま
し
た
。

新
し
い
支
部
役
員
紹
介

小
樽
支
部　

技
術
員

斎藤幸弘 氏

昭和37年（ ５月29日生 ）

平
成
二
十
二
年 

公
認
審
判
員
二
級
取
得

平
成
二
十
九
年 

公
認
審
判
員
一
級
取
得

令
和
七
年  

北
海
道
軟
式
野
球
連
盟
小
樽

支
部 

技
術
員

千
歳
支
部　

支
部
長

太田憲之 氏

昭和55年（ ７月14日生 ）

平
成
二
十
一
年 

千
歳
市
議
会
議
員 

平
成
二
十
七
年 
北
海
道
議
会
議
員

令
和
七
年 

千
歳
軟
式
野
球
連
盟
会
長 

令
和
七
年 

千
歳
支
部 
支
部
長

千
歳
支
部　

審
判
部
長

菊池智彦 氏

昭和40年（ 11月19日生 ）

平
成
二
十
二
年 

公
認
審
判
員
二
級
取
得

平
成
二
十
四
年 

公
認
審
判
員
一
級
取
得　
　

平
成
三
十
一
年  

北
海
道
軟
式
野
球
連
盟

千
歳
支
部 

技
術
員

令
和
七
年 

千
歳
支
部 

審
判
部
長

南
空
知
支
部　

評
議
員

秦野嘉寿彦 氏

昭和37年（ ６月19日生 ）

平
成
二
十
六
年 

公
認
審
判
員
二
級
取
得

令
和
二
年 

南
空
知
支
部 

副
理
事
長

令
和
七
年 

公
認
審
判
員
一
級
取
得

令
和
七
年 

南
空
知
支
部 

評
議
員

„
二
〇
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年
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支
部
ト
ピ
ッ
ク
ス

千
歳
支
部

令
和
七
年
度

  

千
歳
支
部
審
判
講
習
会
開
催

　

千
歳
支
部
で
は
、
四
月
二
七
日
（
日
）

に
新
支
部
長
の
太
田
氏
を
迎
え
て
講
習

会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

参
加
人
員
は
約
三
十
名
で
、
講
師
は

昨
年
か
ら
菊
地
技
術
員
と
一
緒
に
技
術

員
講
習
に
参
加
し
て
い
る
田
島
審
判
員

が
学
科
・
実
技
を
担
当
し
ま
し
た
。
座
学

終
了
後
、
実
技
会
場
の
青
葉
球
場
へ
移
動

し
、
四
つ
の
班
に
分
か
れ
て
午
前
中
は
準

備
運
動
と
ゴ
ー
・
ス
ト
ッ
プ
等
の
基
礎
動

作
を
行
い
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
本
塁
か

ら
順
次
三
塁
ま
で
の
説
明
を
受
け
た
後

に
、
各
班
毎
に
各
塁
で
の
動
き
を
確
認
し

て
キ
ャ
ン
プ
ゲ
ー
ム
に
移
行
し
ま
し
た
。

　

ゲ
ー
ム
に
は
千
歳
市
内
の
中
学
生
ク

ラ
ブ
チ
ー
ム
「
Ｂ
Ｃ
千
歳
」
に
協
力
し
て

も
ら
い
、
四
人
の
ク
ル
ー
で
三
ア
ウ
ト
ま

で
実
施
し
、
よ
り
実
践
的
な
訓
練
が
出
来

ま
し
た
。
各
審
判
員
に
と
っ
て
充
実
し
た

貴
重
な
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
前
日
に
は
、
三
年
前
か
ら
行
っ
て

い
る
学
童
指
導
者
に
対
し
て
の
講
習
会

も
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
講
習
会
を
受

講
し
た
学
童
指
導
者
か
ら
、
連
盟
審
判
員

に
な
る
人
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

（
千
歳
支
部
リ
ポ
ー
タ
ー　

中
石　

勲
）

石
狩
支
部

支
部
定
時
評
議
会
を
開
催

　

去
る
四
月
一
九
日
（
土
）
に
支
部
定
時

評
議
会
を
開
催
し
、
令
和
六
年
度
事
業
報

告
・
決
算
報
告
及
び
令
和
七
年
度
事
業
計

画
・
予
算
等
の
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

昨
年
度
は
、
第
七
八
回
国
民
ス
ポ
ー
ツ

大
会
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
二
〇
二
四
国
ス
ポ
軟
式

野
球
競
技
会
北
海
道
大
会
に
て
、
見
事
Ｊ

Ａ
道
央
野
球
部
が
優
勝
し
、
令
和
五
年
度

の
天
皇
賜
杯
に
続
い
て
全
国
大
会
に
出

場
す
る
と
い
う
快
挙
を
達
成
し
て
く
れ

千歳支部講習会座学及び基礎訓練

講師の田島審判員によるキャンプゲームの説明

た
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
年
三
月
に
は
、
長
年
に
わ

た
っ
て
当
支
部
を
牽
引
い
た
だ
い
て
き

た
当
支
部
顧
問
の
鎌
倉
猛
氏
が
、
北
海
道

軟
式
野
球
連
盟
の
功
績
賞
を
受
賞
さ
れ
、

当
支
部
評
議
会
の
開
催
に
際
し
て
、
出
席

さ
れ
た
道
連
の
鎌
田
理
事
長
か
ら
表
彰

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

功
績
賞
を
受
賞
さ
れ
た
鎌
倉
顧
問
は
、

長
ら
く
当
支
部
の
三
役
等
を
務
め
ら
れ
、

七
八
歳
と
な
る
本
年
も
中
体
連
を
は
じ

め
、
各
種
大
会
で
審
判
員
と
し
て
現
場
に

立
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
、石
狩
支
部
を
見
守
り
、

叱
咤
激
励
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
、
役
員

一
同
、
胴
上
げ
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
心
か
ら
お
礼
と
受
賞
の
祝
福
を
し
た

と
こ
ろ
で
す
。

　

な
お
、
評
議
会
で
は
、
本
年
七
月
に

当
支
部
で
の
開
催
を
予
定
し
て
い
る
高

松
宮
賜
杯
第
六
九
回
全
日
本
軟
式
野
球

大
会
（
一
・
二
部
）
南
・
北
海
道
大
会
の

運
営
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
確
認
や
、
マ
ス

タ
ー
ズ
に
お
け
る
資
格
要
件
の
取
扱
い

な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
さ
れ
た
ほ

か
、
技
術
・
審
判
部
か
ら
は
、
投
手
の

一
二
・
二
〇
秒
ル
ー
ル
や
頭
部
に
ヒ
ッ

ト
・
バ
イ
・
ピ
ッ
チ
を
受
け
た
際
の
対
応

な
ど
、
今
年
度
の
競
技
者
必
携
改
正
点
の
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確
認
を
行
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
事
業
の
推
進
に
あ
た
り
、
競

技
マ
ナ
ー
の
指
導
徹
底
を
は
じ
め
、
円
滑

な
大
会
運
営
な
ど
、
一
年
間
の
活
動
を
全

員
で
確
認
し
、
終
了
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

（
石
狩
支
部
リ
ポ
ー
タ
ー　

眞
鍋　

慎
治
）

南
空
知
支
部

二
〇
二
五
年
シ
ー
ズ
ン
開
幕

（
交
流
大
会
）

　

北
空
知
支
部
と
南
空
知
支
部
の
交
流

大
会
と
し
て
、
二
十
四
回
目
を
数
え
る
全

空
知
軟
式
野
球
選
抜
選
手
権
大
会
が
五

月
三
十
一
日
、
南
空
知
支
部
が
主
管
と
な

り
美
唄
市
営
野
球
場
に
お
い
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

本
大
会
に
つ
き
ま
し
て
は
、
両
支
部
の

Ａ
ク
ラ
ス
四
チ
ー
ム
に
よ
る
も
の
で
開

催
地
及
び
大
会
運
営
を
隔
年
で
、
そ
れ
ぞ

れ
が
担
当
し
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
好
天
に
恵
ま
れ
シ
ー
ズ
ン

初
め
と
し
て
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
も
良
く
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。

　

決
勝
戦
は
滝
川
市
役
所
（
北
空
知
）
と

南
幌
町
役
場
（
南
空
知
）
と
な
り
、
打
撃

が
爆
発
（
ホ
ー
ム
ラ
ン
一
本
、
三
塁
打
二

本
、
二
塁
打
四
本
）
し
た
南
幌
町
役
場
が

優
勝
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
大
会
は
交
流
大
会
で
あ
り
ま

す
の
で
、
審
判
員
も
北
空
知
支
部
か
ら
四

名
の
派
遣
を
い
た
だ
き
、
試
合
で
の
取
り

決
め
事
項
や
審
判
員
の
動
き
の
確
認
を

す
る
な
ど
、
熱
心
に
意
見
交
換
を
行
う
場

面
も
あ
り
、
シ
ー
ズ
ン
は
じ
め
と
し
て

は
、
実
り
あ
る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
南
空
知
支
部
リ
ポ
ー
タ
ー　

西
脇
圭
一
）

旭
川
支
部

野
球
シ
ー
ズ
ン
到
来

　

旭
川
支
部
に
お
い
て
は
、
野
球
シ
ー
ズ

ン
を
前
に
審
判
を
対
象
に
講
習
を
実
施

し
て
い
る
。

　

今
年
は
、
座
学
に
よ
る
講
習
会
を
三
回

実
施
し
、
事
例
を
交
え
た
規
則
書
の
適

用
、
ア
ナ
ウ
ン
ス
部
へ
の
伝
達
方
法
の
確

認
等
を
実
施
し
た
。

　

ま
た
、
実
践
形
式
に
よ
る
講
習
会
と
し

て
、
道
北
ブ
ロ
ッ
ク
講
習
会
を
は
じ
め
、

支
部
審
判
員
、
中
学
校
・
学
童
・
一
般
チ
ー
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『
二
〇
二
五
全
国
女
性
審
判
員

講
習
会
に
参
加
し
て
』

　

二
〇
二
五
年
四
月
二
六
日
か
ら
二
七

日
の
二
日
間
、
静
岡
県
伊
豆
市
で
開
催
さ

れ
た
女
性
審
判
講
習
会
に
参
加
い
た
し

ま
し
た
。

　

本
講
習
で
は
、
技
術
委
員
や
国
際
審
判

員
、
女
性
審
判
員
の
方
々
か
ら
直
接
ご
指

導
を
い
た
だ
き
、
自
身
の
技
術
や
知
識
を

再
確
認
す
る
と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
向
上

を
図
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
女
性
審
判

員
と
、
各
支
部
で
の
活
動
状
況
に
つ
い
て

情
報
交
換
を
行
い
、
大
変
有
意
義
な
時
間

ム
を
対
象
に
、
審
判
員
の
基
礎
で
あ
る
審

判
員
と
し
て
の
心
得
の
確
認
、
各
塁
に
お

け
る
判
定
の
立
ち
位
置
、
打
球
の
判
定

範
囲
等
基
本
的
な
動
作
の
確
認
を
行
い
、

ノ
ッ
ク
形
式
に
よ
り
実
戦
形
式
で
の
判

定
を
繰
り
返
し
実
施
し
た
。

　

旭
川
支
部
の
審
判
員
の
現
状
か
ら
、
例

年
の
ご
と
く
、
審
判
員
が
不
足
し
て
お

り
、
学
童
・
一
般
の
チ
ー
ム
か
ら
の
チ
ー

ム
審
判
員
制
度
を
導
入
し
、
審
判
不
足
を

補
っ
て
大
会
が
運
営
さ
れ
て
い
る
。

　

今
年
の
支
部
予
選
大
会
は
、
四
月
二
七

日
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
る
。

（
旭
川
支
部
リ
ポ
ー
タ
ー　

山
保
温
史
）

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

女
性
が
審
判
員
と
し
て
活
躍
す
る
場

が
着
実
に
広
が
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感

し
、
大
き
な
励
み
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
の
審
判
活
動
に
し
っ
か
り
と
活

か
し
、
よ
り
一
層
の
技
術
向
上
と
競
技
へ

の
貢
献
を
目
指
し
て
努
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

（
旭
川
支
部　

伊
藤
沙
千
子
）

網
走
支
部

網
走
支
部
審
判
講
習
会
を
開
催
！

　

四
月
一
三
日
（
日
）
各
連
盟
審
判
員

三
九
名
の
参
加
に
よ
り
、
令
和
七
年
度
網

走
支
部
審
判
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

呼
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
の

座
学
で
は
、
規
則
改
正
や
競
技
者
必
携
の

改
訂
等
を
学
び
、
そ
の
後
、
実
技
会
場
の

オ
ホ
ー
ツ
ク
ド
ー
ム
に
移
動
し
、
田
渕
全

日
本
軟
式
野
球
連
盟
技
術
指
導
員
を
始

め
網
走
支
部
審
判
技
術
委
員
会
の
委
員

を
中
心
に
四
班
に
分
か
れ
、
清
里
中
学
校

野
球
部
の
協
力
を
得
て
実
技
を
行
い
ま

し
た
。

　

ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
コ
ー
ル
や
ゴ
ー
ス

ト
ッ
プ
コ
ー
ル
の
基
本
動
作
の
ほ
か
、
球

審
の
基
本
動
作
、
各
塁
で
の
基
本
動
作
を

講習会風景

講習会風景
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函
館
支
部

二
〇
二
五
年
度
ス
タ
ー
ト

　

二
〇
二
五
年
度
の
函
館
支
部
の
役
員

は
、
全
員
留
任
で
、
変
更
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

支
部
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
自
体
は
、
特
に
あ

り
ま
せ
ん
が
、
去
年
は
中
学
校
の
冠
大
会

を
一
楽
ラ
イ
オ
ン
ズ
主
催
で
開
催
し
ま

し
た
が
、
学
童
大
会
並
び
に
中
学
校
大
会

を
、
あ
と
一
つ
ず
つ
開
催
し
た
い
と
思
っ

て
い
る
所
で
す
。

　

函
館
支
部
の
近
況
報
告
は
、
ど
こ
の
支

部
も
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
が
、
審
判
員
の

高
齢
化
と
と
も
に
人
数
不
足
で
、
各
あ
さ

野
球
大
会
・
た
そ
が
れ
野
球
大
会
・
依
頼

審
判
・
全
道
支
部
大
会
が
重
な
る
と
、
非

常
に
審
判
員
の
配
置
に
い
つ
も
苦
労
し

て
い
る
所
で
す
。

　

審
判
員
の
募
集
は
、
中
々
思
う
よ
う

に
集
ま
ら
ず
、
新
聞
広
告
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
に
掲
載
し
て
い
ま
す
が
、
思
う
よ

う
に
い
き
ま
せ
ん

（
函
館
支
部
事
務
局　

関
口
隆
）

行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
面
に
応
じ
た
動
き

を
確
認
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
八
月
二
三
日
（
土
）
か
ら
三

日
間
の
日
程
で
、
北
海
道
知
事
杯
第
二
五

回
北
海
道
軟
式
野
球
選
抜
選
手
権
大
会

を
網
走
支
部
が
主
管
し
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

審
判
員
一
同
心
を
新
た
に
大
会
の
成

功
に
向
け
、
審
判
技
術
の
向
上
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

（
網
走
支
部
事
務
局　

堀
田
国
男
）

十
勝
支
部

十
勝
支
部
審
判
講
習
会

　

令
和
七
年
度
の
十
勝
支
部
審
判
講
習

会
を
連
休
最
終
日
の
五
月
六
日
（
火
）
に

十
勝
管
内
の
審
判
員
、
中
体
連
指
導
者
、

学
童
指
導
者
な
ど
、
約
六
〇
名
の
参
加
に

よ
り
開
催
し
ま
し
た
。

　

午
前
中
の
座
学
を
帯
広
の
森
野
球
場

会
議
室
で
行
い
、
今
シ
ー
ズ
ン
の
規
則
改

正
、
競
技
者
必
携
の
改
訂
等
を
確
認
し
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
帯
広
の
森
平
和
球
場
に
移
動

し
、
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
・
コ
ー
ル
を
何
度
も

繰
り
返
し
行
い
、
一
般
チ
ー
ム
の
協
力
を

も
と
に
球
審
の
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
、
ス
ト
ラ

イ
ク
判
定
の
練
習
、
キ
ャ
ン
プ
ゲ
ー
ム
で

の
メ
カ
ニ
ク
ス
な
ど
を
、
十
勝
支
部
技
術

員
の
指
導
の
も
と
熱
心
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

　

今
シ
ー
ズ
ン
も
、
六
月
に
Ｎ
Ｐ
Ｂ
ガ
ー

ル
ズ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
、
全
日
本
中
学
女
子

大
会
、
ま
た
七
月
に
は
全
日
本
少
年
軟
式

野
球
全
道
大
会
が
十
勝
で
開
催
さ
れ
ま

す
の
で
、
参
加
選
手
の
皆
さ
ん
が
気
持
ち

よ
く
プ
レ
ー
出
来
る
よ
う
に
、
審
判
員
・

役
員
全
員
で
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

（
十
勝
支
部
リ
ポ
ー
タ
ー　

小
川
敏
也
）

各
部
近
況
報
告

育
成
強
化
部

『
日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
軟
式
野

球
公
認
コ
ー
チ
１
講
習
会
、
成

長
期
の
ス
ポ
ー
ツ
障
害
予
防
・

指
導
者
講
習
会
等
を
開
催
』

　

今
年
度
は
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
・

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
・
学
校
運
動
部
活
動
等

で
の
コ
ー
チ
ン
グ
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、
基

礎
的
な
知
識
・
技
能
に
基
づ
き
、
安
全
で

効
果
的
な
活
動
を
提
供
す
る
者
を
養
成

す
る
た
め
、
札
幌
市
中
島
体
育
セ
ン
タ
ー

に
て
「
日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
軟
式
野
球
公

認
コ
ー
チ
１
養
成
講
習
会
」（
二
〇
二
六

年
四
月
付
け
資
格
認
定
）
を
十
月
十
一
日

（
土
）、
十
二
日
（
日
）
、
十
三
日
（
月
）

の
三
日
間
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
将
来
性
の
あ
る
子
ど
も
た
ち

が
、
ス
ポ
ー
ツ
障
害
に
悩
ま
さ
れ
る
こ
と

な
く
、
将
来
に
わ
た
っ
て
継
続
的
に
野
球

を
楽
し
め
る
よ
う
、
ス
ポ
ー
ツ
障
害
に
つ

い
て
基
礎
的
知
識
を
理
解
す
る
、
軟
式

野
球
少
年
部
・
学
童
部
指
導
者
お
よ
び

選
手
保
護
者
や
連
盟
関
係
者
向
け
の
「
成

長
期
の
ス
ポ
ー
ツ
障
害
予
防
・
指
導
者
講

習
会
・
コ
ー
チ
養
成
講
習
会
」
を
砂
川
市
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公
民
館
に
て
十
月
二
十
六
日
（
日
）
に
実

施
い
た
し
ま
す
の
で
、
加
盟
チ
ー
ム
関
係

者
等
の
ご
参
加
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、「
全
道
少
年
軟
式
野
球
大

会
」
参
加
チ
ー
ム
へ
の
肘
肩
障
害
予
防
検

診
を
八
月
一
日
（
金
）
に
「
札
幌
つ
ど
ー

む
」
で
実
施
す
る
と
と
も
に
、「
滋
賀
国

民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
強
化
事
業
に
よ
り
北

海
道
代
表
チ
ー
ム
の
躍
進
に
向
け
た
強

化
事
業
を
行
い
ま
す
。

（
育
成
強
化
部　

森
田
康
晴
）

　

誰
も
が
知
っ
て
い
る
格
言
に
「
継

続
は
力
な
り
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り

ま
す
。
例
え
ば
、
企
業
の
新
入
社
員

研
修
の
題
材
な
ど
で
使
わ
れ
、
ア
ス

リ
ー
ト
な
ど
が
座
右
の
銘
に
こ
の
言

葉
を
選
ん
で
話
し
て
い
る
場
面
を
多

く
見
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
言
葉
に
は
、
二
つ
の
意
味
が

有
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
つ
は

「
ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
あ
っ
て
も

継
続
し
て
い
れ
ば
や
が
て
大
き
な
成

果
と
な
る
」
二
つ
目
は
「
継
続
す
る

こ
と
は
そ
れ
自
体
、
力
の
証
で
あ
る
」

故
に
「
継
続
」
す
る
こ
と
が
、
や
が

て
「
力
」
と
な
り
、「
継
続
」
す
る
こ

と
は
、
そ
れ
自
体
「
力
」
と
言
え
る

だ
ろ
う
。

　

北
海
道
軟
式
野
球
連
盟
は
、
令
和

八
年
四
月
で
満
八
十
年
の
節
目
を
迎

え
ま
す
。
昭
和
十
五
年
に
道
内
の
有

志
が
集
い
、
軟
式
野
球
大
会
を
開
催

し
、
昭
和
二
一
年
に
組
織
化
し
て
か

ら
数
え
て
八
十
年
、
幾
多
の
苦
難
と

喜
び
を
経
験
さ
れ
、
後
進
に
道
を
引

き
継
ぎ
な
が
ら
道
内
二
五
支
部
と
そ

の
所
属
市
町
村
連
盟
の
礎
を
築
い
て

く
れ
ま
し
た
。
そ
の
諸
先
輩
方
々
に

感
謝
を
し
、
今
度
は
私
た
ち
が
次
世

代
へ
と
繋
ぐ
使
命
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
昨
年
、北
海
道
軟
式
野
球
連
盟
は
、

「
一
般
社
団
法
人
」
に
改
組
し
ま
し
た
。

新
た
な
組
織
と
し
て
軟
式
野
球
競
技

の
普
及
振
興
を
継
続
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
今
後
も
チ
ー
ム
・
選
手
・

関
係
者
そ
し
て
、
各
連
盟
役
員
の
方
々

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
繋
げ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

長
年
、
継
続
し
て
き
た
こ
の
会
報

も
北
海
道
野
球
に
何
か
し
ら
の
「
力
」

に
な
っ
て
い
る
事
と
信
じ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
新
た
な
継
続
が
始
ま
り
ま

す
。
野
球
を
愛
す
る
皆
さ
ん
と
共
に

歩
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

追
記　

来
年
、
八
十
周
年
記
念
誌
の
発
行
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
各
支
部
か
ら
の

寄
稿
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
（
道
軟
連
副
理
事
長　

石
井
秀
行
）

編
集
後
記
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